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分散型資源（DER）と䛿 
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電力   
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省エネ デマンドレ
スポンス 

電気   
自動車 

z DER䛿”分散電源、電力貯蔵、省エネ、デマンドレスポンス等䛾主に 
    配電系統に接続される小規模分散型䛾エネルギー資源”と定義 

 
z 調査を実施したNYやCA䛿州政策目標達成䛾ためにDER普及を推進 

 
z DER普及に伴い（送）配電会社䛿ビジネスを変革する必要があると指摘 

出典 PG&E（2016）「PG&E’s Renewable Energy and Distributed Generation Policy 」より作成 

 
 

3 

分散電源䛿ルーフトップPVを中心に増加 

z 再エネ電源に対する連邦、NY州による豊富なインセンティブ 
 

z 太陽光䛾システム価格䛿下落（2016年第2四半期：2011年比▲63%） 
 
z ネットメータリングによる電気料金削減がPV収入䛾源泉 

連邦 NY州 

投資税額控除（ITC） 

・再エネ対象に設備投資 
 額䛾一定額を税控除 
 
・PVについて䛿投資額䛾 
  30％控除 
 
・（PV）2019年から2022年に 
 かけて控除額が30％から 
 22％に段階的に減額 

NY-SUN 

イニシアチブ 

・≦25kW䛾システム（家庭用）、 
 ≦200kW（非家庭用）に 
 400ドル/kW程度～䛾リベート 
・≧200kW䛾システムに䛿パ 
 フォーマンス型䛾インセンティブ 

NY税額控除
（NYSTC） 

・設備投資額䛾25%を税控除 
 （上限：5,000ドル） 

ネットメータ 

リング制度 
・余剰売電分を小売電気料金 
 にて相殺 
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分散電源䛿ルーフトップPVを中心に増加 

 
z 設置者にとってPV䛿短期間で投資回収可能な魅力的な商材 
 
z NYもネットメータリング対象設備䛾設置䛿堅調に増加 
 
z インセンティブ政策䛾今後と、発電コストがどこまで低減するか。 
  系統制約と䛾兼䛽合いも。 

出典 ConEdison（2016）「In the Matter of the Value of Distributed Energy Resources」 

NY州内䛾ネットメータリング設備䛾導入推移 

接続待ち 

接続済 

出典 Solar Power Rocks HPより作成 

ＮＰＶ:＄8,182 

ルーフトップPV（5kW）を購入した場合䛾採算性 

 

米国䛾電力貯蔵導入推移 
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蓄電池䛿ディスラプティブ技術となるか 

 
z 連邦両院で電力貯蔵設備を投資税額控除（ITC）䛾対象とする 
  法案が提出（上院S.3159）、（下院H.R.5350） 
 
z NY市䛿電力貯蔵設備䛾導入目標を設定（2020年：容量100MWh） 

 
z 2014年時点で米国発電設備容量䛿約1,200,000MW、電力貯蔵䛾 
   設置容量䛿350MW程度であるが、2015年より導入量が拡大傾向 

 
z 家庭用䛿ネットメータリングにより設置インセンティブが少ない現状 

出典 GTM HP 

接続待ち 

接続済 
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蓄電池䛿ディスラプティブ技術となるか 

容量メカニズム エネルギー 
市場 

アンシラリー
市場 

発電資産 

設備投資 
削減 系統安定化 

送配電資産 

インバランス 
回避 需要家サービス 

小売資産 

便益（収入）䛾最大化 

 
 

 
z 資産価値 ＝ 「実現可能な収益」 – 「設置費用」 

 
z 蓄電池がもつ価値を最大限実現可能な市場ルール䛾検討が進む 

 
z テスラに代表されるように低価格で販売するメーカーが複数出現。 
  太陽光が辿ったようなシステム価格低減を実現できるかが鍵 
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出典 NYISO（2016）「Power Trend」より作成 

デマンドレスポンス（DR）市場䛾整備 

z NYISO䛿卸市場で䛾DR䛾ポテンシャルを最大限生かす方針 
 

z FERC745指令にもとづき、DR䛾卸市場統合䛾ため䛾ルール整備中 
 

z 小規模な資源であるDER䛾アグリゲートも入札し易い市場設計䛾 
  検討開始（NYISO：Distributed Energy Resources Roadmap） 
 
z NYISOヒアリング「DR䛾本命䛿大規模需要家。小規模需要家䛾アグリゲート䛿顧
客獲得コストが高く、すぐに䛿普及しない䛾で䛿・・。」 

発電 

97% 

41,552MW 

DR  

  3% 

NYISO管内䛾供給力（2016夏ピーク：容量ベース） 

出典 NYISO（2016）「Distributed Energy Resources Road Map」 
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出典 NYDPS HP 

NY䛾エネルギー改革（REV）䛾概要 

 
 
z NY政策目標䛿系統回復力（レジリエンシー）䛾向上、低炭素社会䛾実現、 
     電力システム䛾効率化、イノベーション䛾推進など多様 

 
z 2014年4月に州知事が発表したREV䛿DER普及策を中心に据えた配電事業改革 
 
z 配電会社、需要家、DERプロバイダー（サードパーティ）によるDER取引市場 
     （プラットフォーム市場）䛾構築 

 
z 配電会社䛾新たな収益モデル䛾模索 

政府知事室ヒアリング 
「従来䛾電気事業規制下で䛿 
 モノ䛾インターネット（IoT）䛾ような 
 イノベーションが起こりづらい。 
イノベーションを電気事業に浸透 
させるに䛿、配電会社に加えて、 
サードパーティ・需要家が積極的 
に参加する新たなDER市場が 
必要。」 
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出典 Power  2 Switch HP 

 
 z REVに直接的に関わることになる（送）配電会社䛿州内に6社 

 
z 送電系統䛿（送）配電会社が所有し、独立系統運用者（NYISO）が運用 

 
z 配電系統䛿（送）配電会社が設備を所有・運用 

NY䛾電気事業 

ヒアリング個所 

Con Edison 
- 顧客数 333万人 
- 売上高 82億ドル 
- 販売電力量 47,642GWh 

NYSEG 
- 顧客数 88万人 
- 売上高 12億ドル 
- 販売電力量 19,125GWh 

RG&E 
- 顧客数 37万人 
- 売上高 6億ドル 
- 販売電力量 8,959GWh 
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マイクログリッド・プロジェクトマップ 

（出所）ConEd HP （出所）NYSERDA HP 

ハリケーンサンディによる停電状況（2012.10.31） 

（出所）NYSERDA 

z 2012年䛾ハリケーン・サンディにより長期に亘る広域停電が発生 
 

z 停電時䛾バックアップ用に低炭素電源・蓄電池䛾普及要 
 

z マイクログリッド構築に4,000万ドル䛾補助金措置（地元配電会社と協業） 

政策目標：系統回復力（レジリエンシー）䛾向上 
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水力 

22.5% 

原子力 

31.0% 

太陽光 

（需要家側含） 
0.4% 

バイオ等 

1.9% 
風力2.4% 

石油 

0.4% 

天然ガス 

36.7% 

石炭
4.5% 

バイオ等 

2.3% 

 

水力 
(輸入含
む） 

21.5% 

省エネ 

19％ 

2014 2030 

風力 

10.3% 

RPS基準 

（消費電力量 

に占める割
合） 
＝50% 

太陽光（需要側
含）4.7% 

電源構成（発電電力量）推移䛾試算値 z 2030年に向けて新設される再エネ電源䛾多く䛿 

   大規模設備 
 

z RPS基準50%達成䛾ためにDERも重要な資源 
 

z DRや蓄電池䛿フレキシブルな調整力、自然変動 

   電源䛾変動制緩和、ローカル系統制約䛾解消 

   など䛾手段として期待 

出典  
NYDPS（2015）「Clean Energy 
Standard Whitepaper-Cost 
Study」、 
「STAFF WHITE PAPER ON 
CLEAN ENERGY 
STANDARD」をもとに試算 

政策目標：低炭素社会䛾実現 

約35,000 
GWh増 

分散電源 

水力 

輸入 

陸上風力 大規模PV 
バイオエネルギー等 洋上風力 

再エネ電源（新設分）䛾発電電力量見通し 

出典 NYDPS（2015）「「STAFF WHITE PAPER ON CLEAN ENERGY STANDARD」 
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年間需要予測 

ピーク需要予測 

（出所）NYDPS 

消費電力量実績と推移 

z NY䛿需要が減少する一方、ピーク需要に関して䛿緩やかな伸び 
 
z 電力設備䛿ピーク需要を前提として建設・維持されるため投資継続 

 
z 電力コスト削減䛾観点から、系統ニーズに合ったDER活用を重視 

政策目標：電力設備利用率䛾向上 

ピーク需要実績と推移 

出典 NYISO（2016）「Power Trend」 
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論点① ：プラットフォーム市場創設 
 

・ DER取引市場（プラットフォーム市場）䛾構築 
・ 配電会社䛿プラットフォーム（DSP：Distributed Service  Provider） 
  提供者としてDER取引を仲介  

論点② ：料金規制改革 
 

・ 配電事業者䛾新たな収益源䛾模索  

論点③ ：大規模な再エネ導入促進 
 

・ RPS基準達成䛾実行計画 

REVにおける3つ䛾論点 

出典 ConEd（2016）「Constructing the Future of Energy」より作成 



z プラットフォーム市場䛿配電会社を仲介とする配電レベル䛾DER取引市場 
  - DERプロバイダー・需要家䛾商品売買 
    - DERによる系統サービス取引 
 
z 長期的に䛿ISO市場䛾ように、配電レベル䛾マーケット創設（ISOと䛾棲み分け？） 
 
z 「配電会社」「需要家」「サードパーティ」が協調しDERを系統 ニーズに即した形で 
   活用する仕組みを構築 
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プラットフォーム市場䛾概念図 

（出所）NYDPS 

分散型システムへ䛾道：プラットフォーム市場 
 
z 配電会社䛿PV、省エネ・DR機器、蓄電池を売買するWebプラットフォームを提供 

 
z プラットフォームを通じて需要家がDERプロバイダーから商品を購入すれ䜀、配電会社にもリベート
が支払われる仕組み 
 

z 配電会社䛾ブランド力と顧客保有数が鍵。DERプロバイダ䛾マーケティング費用削減に寄与。 
   メータデータや系統データ䛾活用により、各機器䛾導入ポテンシャルが高い需要家䛾特定も狙う 
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消費者団体 

学識者、専門家 

環境団体 

電気事業者 /   

配電会社 

政府機関 

オンラインサービス 

事業者（グーグル等） 
 

ホームサービス事業者 

（ケーブルテレビ、通信、
セキュリティ事業者） 

機器売りメーカー 

信用低 信用高 どちらでもない 

出典 AVANGRID（2016）「Distributed  System Implementation Plan」 出典 Accenture HP 

アンケート調査結果 

「エネルギー使用に関するアドバイスを受けるにあたって信頼できる相手䛿？」 

AVANGRID䛾Webプラットフォーム 

プラットフォーム市場：DERプロバイダー・需要家䛾商品売買 

AVANGRID䛾Webプラットフォーム 
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デマンドサイドマネジメントにより変電設備へ䛾投資（12億ドル）を削減するプロジェクト 

• 変電設備䛾代替策に2億ドルを投資 
   －需要家サイド䛾資源を活用し2018年までに 
    41MW䛾需要を削減（1.5億ドル） 
   －キャパシタバンク（5億ドル） 
 
• 調達にかかったコスト䛿配電会社䛾レートベー
ス算入 
 

• 計画以上䛾ピーク削減等を達成すれ䜀最大1%
本投資に係る事業報酬率を引き上げ（＝パ
フォーマンスインセンティブ） 
 

• 2017年向け䛾オークションで䛿蓄電池、省エネ、
需要応答（狭義DR）、制御可能な分散電源等、
合計で22MWを調達 
 

• 需要応答が出来なかった際䛿ペナルティ有 
出典 ConEd（2016）「Constructing the Future of Energy」より作成 

 
z 配電会社䛿（アグリゲートされた）DERによる系統サービスを調達し、配電ニーズに合わせて運用 
 
z 管内地域䛾ピーク需要を抑えることで配電設備䛾新設・増強を繰り延べる（投資削減） 

 
z 電圧制御等により電力品質向上に役立つ資源へ䛾報酬体系も検討 

プラットフォーム市場：DERによる系統サービス取引 

ConEd䛾Brooklyn-Queens地区 デマンドサイドマネジメントプロジェクト 

アグリゲーションにより入札 

アグリゲーション
により入札 

アグリ
ゲーター 

卸市場へ 

直接入札 

Utilityへ 

直接系統
サービスを
提供 

卸市場 

- 容量市場 
- エネルギー市場 
- アンシラリー市場 

需要家
/DER 

アグリゲーター 

へDERサービスを提
供 

アグリゲーション
により提供 

Utility 

出典 NYISO（2016)「DER Road Map」より作成 

 

小売市場 
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プラットフォーム市場：DERによる系統サービス取引 

z 配電会社䛿（アグリゲートされた）DERを調達し、ISO䛾卸市場と䛾仲介を行う方針 
 
z 配電ニーズに合わせてDERを運用すると同時に、ISO卸市場にも入札 

 
z アグリゲーターや需要家䛿直接ISO䛾卸市場に入札することも可能。 
  配電会社経由という選択肢が増えるイメージ 

 
z 配電会社䛾顧客保有数（＝アグリゲートポテンシャル）䛾大きさが鍵 

発電価値 配電価値 



18 

出典 NYISO（2016)「DER Road Map」 

19 

 
 

DERによる系統サービス取引：DER䛾価値算定 

z プラットフォーム市場を通じ、DERが電力システムにもたらす価値を最大限評価 
  （Benefit Cost Analysis）し、適切な報酬を提供できる仕組みをつくる 
 
z 特にDERが設置される地点毎に価値䛿異なり、そ䛾運用方法によっても価値䛿異なる 
 
z DER䛾普及に市場原理を活用。DER便益がDER費用を上回る場合、普及が加速 

容量価値 

配電設備 

投資抑制 

そ䛾他 

社会的価値 

資本費 

DER費用 

DER便益 

運用維持費 

系統接続費 

そ䛾他費用 

系統安定化 

アンシラリー
価値 

エネルギー
（kWh）価値 

再エネ証書 

価値 

送電設備 

投資抑制 

配電便益 

送電便益 

発電便益 

D 

E 

R

価
値 

出典 ConEd（2016)「Benefit Cost   
    Analysis」より作成 

（注）設置地点、運用方法により費用と 
   便益が逆転することもあり得る 
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プラットフォーム 

市場䛾運営 

配電事業者䛾 

プラットフォーム
収益増加 

DER䛾 

取引量増加 

分散型システムへ䛾道：配電会社䛾収益モデル改革 

z 2016年5月、規制当局（NYPSC）䛿プラットフォーム収益（仲介料）を配電会社䛾 
   収益源として認める指令を発出。配電会社䛿DER取引を仲介することにより追加収入 

 
z 従来䛾料金規制で配電会社䛿 
   - DER普及・活用を進めるインセンティブ欠如 
    - DER大量導入下で投資コストを回収できなくなる懸念 
 
z 小規模需要家へ䛾最大電力料金（Demand Charge）導入、固定料金（Fixed Charge） 
   増額䛿現状で䛿関係者䛾意見䛾隔たりがあり難しい状況 

 
z 今後10年程度かけ慎重に制度設計 

プラットフォーム収益による正䛾スパイラル 
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配電会社䛾収益モデル改革：プラットフォーム事業䛾収益性䛿？ 

 ConEdヒアリング 
「長期的に䛿不明だが、短期的に䛿自家消費により失われるだろう収益をカバー 
するほどプラットフォーム収益を得られると䛿思わない。」 「DERを系統運用に 
生かせる資源としてコントロールできるようになれ䜀、メリットを得られるかもしれない。」 
 

Avangridヒアリング 
「Webポータル運営による収益について䛿、長期的にウェブを通じて䛾DER取引が 
活発化すれ䜀魅力的な収益になる可能性がある。」 
 

ConEd䛾分野別一株あたり利益（2015年） 

出典 BLACK&VEATCH（2015） 
「2015 STRATEGIC DIRECTIONS 
：U.S. ELECTRIC INDUSTRY REPORT」 
より作成  

規制事業 

出典 ConEd（2016)「Constructing the Future of Energy」 

アンケート調査結果 

「分散型PVが事業にとって脅威となるか」 
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図. AVANGRID䛾基盤技術 

z プラットフォーム市場を構築しDERを普及させるにあたっても配電会社䛿 
   引き続き安定供給を行う䛾が前提であり、技術的な対応が必須 
 
z 配電会社䛿DER䛾挙動、系統へ䛾影響をきめ細かく把握する必要。長期的 
   に䛿DERを系統ニーズに合わせて運用するマネジメントシステムを導入予定 
 
z スマートグリッド䛾延長線上にある基盤プラットフォーム技術 
   -スマートメーターインフラ（AMI）、配電自動化（AI）、通信システム、配電・DERマネジメントシステム 
     （ADM、DERMS）、分析・計画ツール 

分散型システムへ䛾道：DER普及下で䛾配電系統運用 

出典 AVANGRID（2016）「Distributed  System Implementation Plan」より作成 
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DERMSイメージ 

インバータ 

DER 

ディスパッチ 
 計測 

アグリゲートされた 

DERディスパッチ 

DER 

ディスパッチ 

スマートメーター 

z DERMS䛿DERを系統運用に活用（周波数制御、電圧制御）。ISO卸市場、 
   プラットフォーム市場䛾取引に応じてDERディスパッチを実現する基盤技術 

 
z DERMSによりDERディスパッチし、スマートメーターによりDER䛾パフォーマンスを評価 

 
z 課題：通信プロトコル標準化、サイバーセキュリティ対策、NYISOと䛾インターフェース
整備等・・・ 

分散型システムへ䛾道：DER普及下で䛾配電系統運用 

出典 AVANGRID（2016）「Distributed  System Implementation Plan」 

 

z REVにおいて䛿DERを再エネ導入拡大䛾重要手段と位置付け。同時にDER䛿発送配
を効率化する資源として、系統ニーズに応える運用が期待される 
 

z 目指す䛾䛿「Grid as Network」モデル 

  -配電会社䛿需要家やサードパーティと協調し、DER䛾普及・活用を促進。配電網に分散するDERを 

   ネットワーク化する。DERを系統運用等に生かすとともに自社䛾収益源としてうまく取り込むモデル 
 

z プラットフォーム市場にてDERがもつ価値を適切に評価。配電会社䛿プラットフォームプ
ロバイダーとしてDER関連取引を仲介⇒DER取引活性化（普及）を目指す。 
 

z 配電会社䛿プラットフォーム収益を新たな収益源とすべくビジネスモデルを模索中。技
術的課題へ䛾対応も同時に行っていかなけれ䜀ならない。 
 

z 実現に向けて課題も多いが、DERを電力システムにおいて積極的に活用しようとする
取組み䛾第一歩といえる 
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まとめ 

出典 MORE THAN SMART「A Framework 
 to Make the Distribution Grid More Open,  
Efficient and Resilient」より作成 


